
オホーツク管内教育実践表彰 

 

 オホーツク教育局は、令和７年度における管内教育実践表彰の受賞者を決定した。一般表彰は、３団

体及び５名、初任段階表彰は２名、若手教職員表彰は４名、特別表彰は１団体の受賞となった。 

 昭和 44年から実施しているもので、管内の学校教育や社会教育の充実・振興を図ることが目的。教育

活動などの振興に大きく貢献したと認められる個人や団体をオホーツク教育局長が表彰している。 

 受賞団体及び個人の概要は次のとおり。 

 

 

１ 一般表彰 

＜団体＞ 

(1) 網走市立網走小学校 

   当該校は、平成 25年度～令和６年度、「学校力向上に関する総合実践事業」中核校として、研究

紀要をはじめ、道教委の成果普及資料等により、実践の成果を管内、全道に留まらず、全国に広く

発信している。 

   また、令和７年度、第２回ＥＢＥ協議会において、主幹教諭が実践発表者を務め、組織的な授業

改善に係る取組を発表したほか、令和７年度「授業づくり研修会」において、全教職員が授業を公

開し、特色ある教育実践を管内に発信した。 

   さらに、 Google Workspace 等を活用して「学習ＤＸ」と「校務ＤＸ」を一体的に推進し、その

成果を研究紀要や公開研究会で発信するとともに、専科教員の巡回指導や事務職員間の連携ネット

ワークを活用し、管内に普及している。  

 

(2) 北海道北見商業高等学校 

   当該校は、令和６年度から文部科学省高等学校ＤＸ加速化推進事業（ＤＸハイスクール）の指定

を受けており、その成果を高等学校ＤＸ加速化推進事業令和６年度道立高等学校取組事例にまとめ、

広く全道に発信しているほか、電子黒板等のＩＣＴ機器利用等で個別最適な学び・協働的な学びを

一体的に推進し、学習の質の向上や学習方法の改善を図っている。 

また、令和６年度道高校商業教育研究集会・協議会において、「魅力あるビジネス教育の実践に向

けて～地域や産業界との協働学習を取り入れたビジネス教育のあり方」のテーマで実践発表を行う

など、その成果を全道に広く発信している。 

 

(3) 北海道紋別養護学校 

   当該校は、特別支援教育に係る研修資料を作成し、自校における特色ある教育実践の成果を管内

に向けて発信している。 

また、学校運営協議会において学校と地域をつなぐ熟議を積極的に実施し、特色ある教育活動の

推進と地域の活性化に寄与している。各学部では、地域資源を生かし、教育効果の高い学習を単元

構造図として整理し質向上につなげている。 

さらに、パートナー・ティーチャー派遣事業の実施により、管内における特別支援教育の活性化

に寄与している。 

 



＜個人＞ 

(4) 美幌町立東陽小学校 川島 さなえ 教諭 

  当該教諭は、令和５年度～７年度、体力向上推進事業における「体育エキスパート教員」として、

令和７年度、第２回北海道体力向上推進会議において、実践発表者を務め、体力・運動能力の向上

や、運動習慣の定着に向けた取組の成果を、全道に広く発信した。 

  また、「体育エキスパート教員」として、小学校体力向上等重点校訪問指導を行い、自校だけでな

く、管内の小学校における体育科の授業改善に寄与している。 

  さらに、児童の体力・運動能力の向上に向けた体育科における授業改善の参考資料となる実践動

画を作成し、全道に広く発信している。 

 

(5) 紋別市立潮見小学校 越智 晶人 教諭 

  当該教諭は、令和５年度～７年度、新しいかたちの学びの授業力向上推進事業における「新しい

かたちの学びの推進教員」として、教育課程の充実に努めている。 

  「新しいかたちの学びの推進教員」として、通信を発行し、ＩＣＴを効果的に活用した授業改善

の成果を市内の小学校に広めたほか、令和５年度オホーツクＩＣＴ活用授業改善研修会で事例発表

を行った。 

また、新しいかたちの学びの授業力向上推進事業における映像版実践資料を作成し、ＩＣＴを効

果的に活用した授業改善について広く全道に発信している。 

 

 (6) 訓子府認定こども園 硯見 直美 保育教諭 

   当該教諭は、令和６年度、第71回全国国公立幼稚園・こども園教育研究協議会北海道大会におい

て、乳幼児期における保育者の役割に係る提言を行い、実践の成果を全国に広く発信した。 

   また、全国大会の提言のまとめや成果と課題をオホーツク管内認定こども園保育・教育研究会で

報告し、自身の実践成果を管内にも発信した。 

   さらに、令和７年度、オホーツク管内「幼児教育相談員」兼「架け橋期のアドバイザー」を務め、

管内における幼児教育の活性化に寄与している。 

 

 (7) 安達 峯雄 氏 

   当該者は、農業に従事する傍ら、ピザ釜や干し芋乾燥機等を自作し、地元作物と食を融合する公

民館事業を展開した。 

公民館長として、施設管理や環境整備、地域事業を中心的に担い、昭和28年に描かれた勝山市街

の大型鳥観図作成において、当時の建物や民家に自ら名入れを施し完成させた。 

   また、置戸町と連携を結んでいる札幌学院大学の発掘調査について長年にわたり勝山公民館に大

学教授や学生を宿泊させるなどの受入支援を行った。 

さらに、山村留学会長や置戸町愛タウン協議会会長を歴任し、都市部等からの田舎暮らし体験者

の受入を積極的に推進し、地域の魅力を広域的に発信し、移住・定住対策にも尽力した。 

 

 (8) 中澤 博之 氏 

   当該者は、地域の伝統芸能である豊年種まき踊りをはじめとする文化の継承と発展に尽力し、置

戸町開町100周年に際しては、境野地域一体となった芸能発表会を企画・実行するなど、強いリーダ

ーシップを発揮した。 

また、住民の交流や学びの場を創出することで地域の絆を強化し、持続可能な地域農業の在り方

の検討や農業後継者の育成にも積極的に取り組んだ。 

青年団体活動をはじめ、若年期から町の社会教育に深く関わり、その豊富な経験を基に町議会議

員として地域づくり・まちづくりに尽力している。 

 



２ 初任段階表彰 

(1) 訓子府町立訓子府中学校 多田 陽華 教諭 

   当該教諭は、北海道立教育研究所における令和６年度のプロジェクト研究（中学校技術・家庭科

（技術分野）「Ｄ情報の技術」プログラミング教材の充実）の教材を活用した授業を実践し、全道に

広く発信した。 

   また、令和７年度、初任段階教員研修（２年次研修・中学校・家庭科）において、講師を務め、

学習指導や学級経営等に関する実践を発信したほか、網走地方教育研修センター「家庭科指導」講

座の講師を務め、自身の実践の成果を管内に発信した。 

 

(2) 網走市立第四中学校 工藤 愛弥 教諭 

   当該教諭は、令和４年度～６年度、学力向上フォーラム in網走において、ＩＣＴやデジタル教科

書の活用についてワークショップを行ったほか、令和７年度、「網走市立第四中学校公開研究会」に

おいて授業を公開し、実践の成果を管内に発信した。 

また、令和７年度北海道小・中学校教育課程改善協議会に参加し、教育課程の改善・充実に係る

課題解決の方法を明らかにするとともに、その成果を管内に還流した。 

 

３ 若手教職員表彰 

 (1) 北見市立三輪小学校 内田 梓 教諭 

   当該教諭は、令和６年度学校力向上に関する総合実践事業中核校の研修部長として一人一台端末

を活用した授業改善を推進した。 

また、網走地方教育研修センター講座「学級経営」において、講師を務め、学級経営に係る実践

を発表したほか、令和７年度網走地方教育研修センター主任研究員として、検証授業等における自

身の実践や成果が研究紀要に掲載されるなど、教育実践を管内に発信している。 

 

 (2) 小清水町立小清水中学校 奈良 将吾 教諭 

   当該教諭は、令和５年度北海道小・中学校教育課程改善協議会に参加し、教育課程の改善・充実

に係る課題解決の方法を明らかにするとともに、その成果を管内に還流した。 

   また、令和６年度、初任段階教員研修（２年次研修・中学校・外国語科）において、講師を務め、

学習指導や学級経営等に関する実践を発信したほか、令和７年度、網走地方教育研修センター講座

「英語科教育」において、講師を務め、中学校英語科に係る実践を発表するなど、特色ある教育実

践を管内に発信した。 

 

(3) 北海道紋別高等学校 安次富 裕真 教諭 

  当該教諭は、北海道立教育研究所のプロジェクト研究「探究的な学習の評価に関する研究」に研

究協力者として参加し、「自由進度学習を位置づけた探究的な学び」というテーマで授業実践を行い、

その成果を実践事例集として作成し、全道に広く発信している。 

  また、令和６年度初任段階教員研修（４年次）の講師として、生徒理解を深める学年、学級経営

の在り方について講話を行ったほか、令和７年度、授業改善セミナー（道東ブロック）において、

授業者として「『伊勢物語』を読み、言葉に着目し表現の効果について考えよう 」のテーマで研究

授業を行うなど、広く活躍している。 



(4) 北海道津別高等学校 山本 衛 教諭  

  当該教諭は、授業改善セミナー授業者として、「理科・化学における探究的な学び（主体的・対話

的で深い学びの充実） 及びＩＣＴ（一人一台端末）を活用した効果的な学習指導について」をテー

マに研究授業を行い、道東に発信した。 

また、令和７年度において、化学教育における個別最適な学びと、協働的な学びを実現するため

の授業づくりに取り組み、その成果を令和７年度全国理科大会岩手大会にて実践発表を行い、全国

に広く発信した。 

さらに、自校の未来プロジェクト委員会における高大連携担当者として、高大連携プログラムの

改善に努め、総合的な探究の時間や課外活動における教科横断的な探究的活動の充実を図っている。 

 

４ 特別表彰 

 (1) 北海道北見北斗高等学校 ＳＳＨアクションチーム 

当該校は平成 29年度からＳＳＨ事業の指定を受け、先進的な理数教育を実施しており、生徒は学

習や課題研究の成果を学校外のコンテストや学会で発表し、優れた成果を上げている。 

令和 7年８月 21日から 23日に東京都で開催された「化学グランプリ 2025」では、３年生１名が

参加し、２次選考において金賞を受賞した。 

また、令和７年９月 19日から 20日にインドネシアで開催された「ユース水フォーラムアジア 2025」

には、３年生２名が日本代表として参加し、水質調査の活動成果を発表した。 

さらに、令和７年９月 26日に札幌市で開催された日本分析化学会の高校生ポスター発表では、３

年生２名が研究成果を発表し、最優秀講演賞を受賞した。 


